



















今回 １ wayユニットを採用した。現在販売されているスピーカーのほとんどは ２ wayや ３ wayスピーカーである。な
ぜならいくつかスピーカーが付いてなければ見た目が良く無いからである。しかし録音時マイクはステレオ ２ 本であ












f 特測定：Mac 用 スペクトラム・アナライザー





















































































（於：大阪国際会議場）及び2009年 ２ 月 ５ 日（於：大阪国際交流センター）の ２ 回にわたり「デザインマーケット」
にて、作品パネル・配布資料・3Dモデル・プレゼンテーションなどで産業界・企業関係者へ広く提案をアピールし、











⑺ 意外と安価なスピーカーになりそうなこと。⑻ 高度な技術的な裏付けがあること。⑼ マスコミが興味を持ちそ
うな要素も揃っている。⑽ あとは検証して事業化を進められるかどうか検討しながら進める。⑾ 今回のスピーカー
は、世の出す商品として多くの魅力的価値が秘められており、できる限りの努力をしてみたい。
グリルは網有り無しの ２ 種類。
取り外し可能
筐体背面下部にターミナル。バナナプラグ対応。
31
スピーカーにおけるセラミックスの可能性とU字筐体のデザイン
■研究成果
新たな「素材」と「カタチ」
音の再生装置スピーカーにおいて、「素材」と「カタチ」この ２ つで新しい挑戦が出来た。
まず、素材については木材以外にも音の特質があるが製品デザインの観点からは必ずしもデメリットとはならない。
素材の特徴をより良く理解すれば機能的音質的にも高いレベルで仕上げることが出来る。サスティナブルの観点から
も素材の広がりは大きな可能性を秘めている。U字筐体のカタチについても、見た目以外に音質的に高いポテンシャ
ルを知ることが出来た。
■コンペティション表彰、展示会、プレゼン会場写真
